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埋蔵文化財センターの研究活動

l音[¥6研究室、情報資料室と教務室からなる。部・研

究室・各研究員がそれぞれの課題を定めて取り組んでい

る研究はいうまでもなく、外部への埋蔵文化財ーの調査や

保存についての研修を開催し、また各地で行われる発掘

調査や保存事業について、地方公共団体や関係機関の求



めに応じて、専門的 ・技術的立場から指導と協力を行っ

ている。これらの事業内容のうち、研究活動について、

研究謀阻とその成果の一部を紹介する。

研究線組"古物による考古史研究、占代官街ill跡~;の剥査研究、文化財の

自然科学的手法による潟殺研究(動捕物jrt存体による耳l~克考古学的研究

年始による古気候と年代測定に附する研~"}"よJ戒遺稿探干正法の防I~研究) 、

文化財・の自然科学的手法による保存修1Mにl刻する研究('Ji¥"s-Y微動iI問先によ

る古ill~誌のH~ili と保有・に|則する研究 ・ ギI俊質i世物の材質分析とその保tf.処

理法のl泊予E研~ 文化的iit似の保存にl却する研~)、文化財情報システムの

情築と活JIIilの問先(劣化写nのデジタルiilJif;訟による彼1);( 全国不動産文
化財情報システムの持及流通に|則する別交研'先・文化財情報ネ ットワーク

におけるj削河訟の研究・治跡地図術tl!システムのJJH発研究)

古代官街遺跡等の調査研究 昨年度以来の地方官衡や官

術関連遺跡、家族居宅遺跡などの資料収集作業と分析作

業を継続して行い、秋からその成果の一端を、追跡;デー

ターベースとして全国に公開した。郡術|刻係では、正倉

検出例の収集を行い、 3月に全国の考古・文献史学の研究

者を集めて「郡街正倉の成立と変避」という研究集会を

Imimし、正倉の成立と鹿1mのあり方について討議した。

家族居宅に関しては、建物1洋の設世状況から 3類に大別

して|積層差を主11tLiするとともに、集落内における倉庫fl手

を豪族私有の収納施設との観点から再検討する必要があ

ること、存続期聞が短期であるという特徴があり 、そこ

に経営拠点の移動や宅地の財産継承の未熟性がうかがえ

ること、などの知見を得た。

劣化写真のデジタル画像による復原 1996jl~度から 1m始

したデジタルによる画像復原は、 2 年 H日で飛鳥寺や~H~

藤原宮跡発掘調査部保管の4X5判カラーポジの入力を全

て終了した。また、九州地方に多く存在する彩色盛岡古

墳を銀;塩写真で撮影し、それを同じように高間質のプロ

フォトCDでデジタル化し、画像処理Eすることによって、

今までは発見されていなかった新しい「壁画Jの発見に大

いに役立っている。

文化財情報ネットワークにおける通信法の研究 遺跡に

|刻する情報を管理する場合の項目設定や、活用方法につ

いての交換標準を検討した。ネットワーク上の情報の管

理として、メタデータ一般についての検討を行い、さら

に埋蔵文化財関係の情報に特有の項目について考祭した。

多くの関係者の意見を求める必要があるため、全国の法

政文化財関係者らの参加による「遺跡情報管理!に関する

検討会」を開催し、種々意見交換を行った。

全国不動産文化財情報システムの普及流通に関する調査

研究 会国遺跡データベースについて、分野別の泣跡地

名表及び近年の報告書抄録を活用して、データの充実を

図った。また、 全国の遺跡情報のク リアリング・ハウス

椛築に向けて、問題点を検討した。その結果、全国の遺

跡情報のコアの情報を奈文研が提供することとなった。

(沢田正昭/山政文化財センター)
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